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令和６年度 教育部主要事業 

 第１０款 第１項 第２目 事務局費 

 【教育総務課】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

通学路交通安全対策事業 

 「第４次通学路交通安全プログラム」に基づ

き、通学路の計画的な安全対策を実施する。

同プログラムで対策が必要と判断した通学路

４５箇所の内、令和６年度は市道１６箇所

の安全対策工事を実施する。 

 令和７年度を初年度とする次期実施計画

の策定に向け、関係者等による安全対策会

議を開催し、合同点検のほか、安全対策の総

合的な協議、調整を行い、第５次計画を策定

する。 

※土木費にて計上 

(２０，２００) 

チーム岡谷による学びの 

創生・連携推進事業 

 学びの創生・連携支援室が中心となり、

少子化が進行する社会に適応した豊かな学

びを推進し、幼保小中接続期の連携支援、小中

学校における学びの改革を通じて、未来を

担う子どもたちに必要な資質、能力を育成

する。 

１３，８７４ 

教員働き方改革推進事業 

 教員本来の業務である授業づくりや、 

子どもの指導に専念できる環境を整えるた

め、学校への留守番電話の設置、部活動の地

域移行や双方向性通信アプリ「すぐーる」な

どの取組を継続し、教員の働き方改革を推進

する。（小学校費、中学校費計上分含む） 

６，３０６ 

〔拡充〕 

部活動地域移行推進事業 

 休日の部活動の地域移行に向け、関係団

体による検討会議により地域移行に向けた

検討を進めるほか、部活動指導員を増員し、

今後の地域移行を見据え、地域の担い手とな

る人材を確保する。 

(４，８９２) 

〔拡充〕 

平和体験研修事業 

 

 平和や人権について考え、体験する機会

として、中学校２年生代表を広島市へ派遣

する人数を増員するとともに、新たに小学

校６年生を対象とした満蒙開拓平和記念館

での平和体験研修を実施し、平和と命を守

る教育を推進する。 

２，９９６ 
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事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

子ども教育相談センター 

事業 

 子ども教育相談センターに教育支援主事

を配置し、学校や関係機関等と連携を図り

ながら、いじめや長期欠席、就学支援など

個々の状況に応じた総合的な相談支援を行う。 

 なお、「こども家庭センター（まゆっこベー

スおかや）」の創設に伴い、名称を「子ども教

育相談センター」に改め、相談支援体制のワ

ンストップ化により子育て世代の支援体制

の充実を図る。 

３５，１０２ 

特別支援教育推進事業 

 障がいや特性、困難さを抱える児童生徒に

対して、一人ひとりの教育的ニーズに応じた

特別支援教育を推進するほか、小中学校に特

別支援教育支援員を配置しサポートを行う。 

 岡谷田中小学校及び岡谷西部中学校・サテ

ライト校のＬＤ等通級指導教室において、学

習や生活上の苦手さの改善等の支援を行う。 

４４，７９９ 

〔新規〕 

不登校対策アウトリーチ 

支援事業 

 増加する不登校児童生徒に対し、きめ細

やかなサポートを行うため、不登校支援コ

ーディネーターを配置し、家庭訪問等を通

じたアウトリーチ型の環境を整え、学校と

連携した学習支援等の不登校対策を行う。 

マンパワー事業 

「聞いて！気づいて！わたし

のサイン」事業 

 「ＳＯＳの出し方に関する教育」として、

教職員がＳＳＷによる研修を受講し、小学

４年生と中学１年生を対象に授業を行う。 

 学校生活や日常生活での不安や悩みを早

期発見できるよう、全児童生徒を対象とし

たアンケートを実施する。 

４０８ 

ふるさと岡谷に学ぶ学習の

推進事業 

 地域資源を活用した岡谷ならではの学習

スタイル「岡谷スタンダードカリキュラム」

の実践を通して、岡谷の『ひと・もの・こと・

こころ』に学び郷土を愛する心を育む「ふる

さと回帰」の教育を推進する。 

・ものづくり体験学習 

・岡谷スタンダードカリキュラムに基づく

ふるさと教育の推進 

・キャリア教育の推進 

・岡谷版コミュニティースクールの実践 

２，５１５ 
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 第１０款 第１項 第５目 川岸学園整備費 

 【川岸学園整備室】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

〔新規〕 

川岸学園整備事業 

 川岸学園構想に基づき、川岸小学校の「長

寿命化大規模改修」に合わせ、岡谷西部中

と接続し、「施設一体型義務教育学校」への

移行を図るとともに、校地内への「幼保連

携型認定こども園」の併設に向け、調査・

設計業務を実施する。 

川岸学園設立準備委員会及び各部会を設

け、関係者等協力の元で令和９年４月の開

校・開園に向けた準備を進める。 

７９，７７６ 

 

 

 第１０款 第２項小学校費 第１目 学校管理費 

 【教育総務課】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

情報教育推進事業 

 １人１台端末の活用や各校に整備した情

報機器等の適切な保守と運用により、児童

生徒の情報活用能力を高めるほか、教職員

研修等を通じた授業力向上を図り、教育 

ＩＣＴを推進する。 

１９，８１２ 

外国語授業支援強化事業 

 ネイティブの英語を身近に体験しながら

学べるよう、外国人の講師による外国語指

導助手(ＡＬＴ)を７名配置し、市内小中学

校における外国語教育の支援強化を図る。 

２２，１０９ 

学校給食費保護者負担軽減

事業 

 食材費の高騰を踏まえた、小中学校にお

ける学校給食費改定の値上げ分を公費負担

し、学校給食の質と量を確保するとともに、

保護者の経済的負担の軽減を図る。 

１２，０１２ 

（令和５年度繰越事業） 

〔新規〕 

笑顔で安心して学べる学校

施設整備事業 

（上の原小学校整備事業） 

 安全で快適な学校環境を提供するため、経

年劣化により凹み等が見られる、学校昇降口

前の舗装及び排水溝等の改修工事を行う。 

３，６００ 
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第１０款 第２項小学校費 第２目 教育振興費 

 【教育総務課】                               

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

就学援助事業 

 経済的理由により就学が困難と認められる

児童の保護者に対し、就学援助を実施する。 

・就学援助費        20,726 千円 

・特別支援教育就学奨励費   3,790 千円 

２４，５１６ 

〔拡充〕 

低所得世帯等学校給食費 

無償化事業 

 就学援助のうち、給食費の支給額を 10割

に拡充し、低所得世帯の給食費無償化によ

り、子育て家庭の経済的負担の軽減を図る。

（従来の 9割支給分を含む） 

(１３，１０８) 

 

 

 第１０款 第３項中学校費 第１目 学校管理費 

 【教育総務課】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

情報教育推進事業 

 １人１台端末の活用や各校に整備した情

報機器等の適切な保守と運用により、児童

生徒の情報活用能力を高めるほか、教職員

研修等を通じた授業力向上を図り、教育 

ＩＣＴを推進する。 

１１，０６４ 

外国語授業支援強化事業 

 ネイティブの英語を身近に体験しながら

学べるよう、外国人の講師による外国語指

導助手(ＡＬＴ)を７名配置し、市内小中学

校における外国語教育の支援強化を図る。 

１２，６３４ 

学校給食費保護者負担軽減

事業 

 食材費の高騰を踏まえた、小中学校にお

ける学校給食費改定の値上げ分を公費負担

し、学校給食の質と量を確保するとともに、

保護者の経済的負担の軽減を図る。 

１２，１３３ 

（令和５年度繰越事業） 

〔新規〕 

笑顔で安心して学べる学校

施設整備事業 

（南部中学校整備事業） 

 安全で快適な学校環境を提供するため、

経年劣化により雨漏りが見られる体育館屋

根等の補修工事を行う。 

２，１００ 

（令和５年度繰越事業） 

安全で快適な学習環境整備

事業 

（学校トイレ洋式化） 

 児童生徒に安全で快適な学習環境を提供

するため、岡谷東部中学校（中校舎）のトイ

レの洋式化改修工事を行う。 

 国交付金の前倒し措置に伴い、令和５年

度からの繰越事業として実施する。 

１６，０００ 
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第１０款 第３項中学校費 第２目 教育振興費 

【教育総務課】                          

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

就学援助事業 

 経済的理由により就学が困難と認められる

生徒の保護者に対し、就学援助を実施する。 

・就学援助費         20,944 千円 

・特別支援教育就学奨励費   3,167 千円 

２４，１１１ 

〔拡充〕 

低所得世帯等学校給食費無

償化事業 

 就学援助のうち、給食費の支給額を 10 割

に拡充し、低所得世帯の給食費無償化によ

り、子育て家庭の経済的負担の軽減を図る。

（従来の 9割支給分を含む） 

(９，３０６) 

 

 

第１０款 第４項 第１目 社会教育総務費 

【生涯学習活動センター】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

二十歳を祝う会開催事業 

 ２０歳を迎える多くの若者の新たな門出を

祝い励ますとともに、岡谷市の魅力を発信でき

る貴重な機会を活用し、式典にあわせて「ふる

さと回帰」「就労支援」等に結び付く事業を実

施する。 

１，１３６ 

〔新規〕 

第７次岡谷市生涯学習 

推進計画策定事業 

 人生１００年時代を心豊かに迎え、継続

した生涯学習の基盤を築くことを目的として

『第７次岡谷市生涯学習推進計画』を策定

する。 

 計画期間は令和７年度から令和１０年度

までとする。 

２８７ 
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第１０款 第４項 第２目 放課後子ども健全育成費 

 【教育総務課】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

放課後子どもの 

居場所づくり事業 

 市内小学校の全ての児童が安全・安心し

て活動できる放課後の居場所を設け、参画

する地域住民の知識や技能を活かした様々

な交流活動を通じて、子どもたちの社会性、

自主性、創造性など豊かな人間性を育むと

ともに、地域の大人との関わりにより地域

コミュニティーの充実を図る。 

４，６３３ 

〔新規〕 

未来とつながる地域の〇

（わ）事業 

 放課後子どもの居場所づくり事業に、地域住

民のほか、新たに地元の高校生にボランテ

ィアに参加してもらい、地域ぐるみでの

（わ）となって、子どもの健全育成と地域の

担い手不足の解消を図る。 

(５) 

学童クラブ運営管理事業 

 就労等により保護者が家庭にいない児童

を対象に適切な遊びと生活の場を提供し、

児童の健全な育成を図る。 

 下の子の育児休業に伴う退所について、

希望により利用継続できるよう要件を緩和

する。 

６７，４７５ 

おかや小学生夏休み 

わくわくサマースクール事業 

 子どもたちの学習習慣の形成を促し、苦手

意識の解消や基礎学力の向上を図るため、

夏休み中の小学生を対象に、教員による補

習や教員ＯＢ等による「岡谷子ども未来塾

５年生版」を実施するほか、子ども対象の各

種イベント等と連携を図りながら、夏休み

中の学習支援を行う。 

４８ 

岡谷子ども未来塾 

（放課後の学習支援事業） 

 苦手科目の解消、学習意欲の向上及び家

庭での学習習慣形成を図るため、放課後の

時間、中学２年生を対象に、教員ＯＢなどの

地域人材を活用し、英語・数学の学習支援を

行う。 

８１９ 

 

岡谷市育英基金 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

〔拡充〕 

育英資金奨学金未来の担い

手応援事業（育英資金奨学

金貸付金） 

 奨学金を利用して大学等に進学する学生

を支援するため、私立の学校を対象に奨学金

（月額）を引き上げるほか、奨学金利用者の

返済に収入に連動した変動制を取り入れ、未

来の担い手である学生を支援する。 

※財産管理費にて計上 

１０，０００ 
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第１０款 第４項 第４目 美術考古館費 

【美術考古館】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

美術考古館 

特別企画展等開催事業 

質の高い芸術、文化作品に触れることのでき

る様々なジャンルの企画展を計画的に開催し

て、魅力ある展示を提供することで、来館者の

確保やまちなかの賑わいの創出に繋げる。 

【特別企画展】 

小口隺甫展 ５月～７月 

高橋貞一郎・中島覚雄 師弟展 ７月～１１月 

【考古関連の講演会】 

地元出身の専門家による講演会 ８月 

１，０３０ 

 

 

第１０款 第４項 第５目 生涯学習活動センター費 

【生涯学習活動センター】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

学びを活かす岡谷学 

「コレカラ岡谷」事業 

 「学んだことを地域に活かす」ことに主眼

をおいて、岡谷の日本遺産や史跡、自然、産

業を学び、後世に伝承する語り部を育てるこ

とを目的に、実践的な講座と座学を連携して

実施する。 

６６ 

 

 

第１０款 第４項 第６目 図書館費 

【図書館】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

〔新規〕 

ドキドキわくわく 

子ども読書推進事業 

 令和５年度策定の「第４次岡谷市子ども読

書活動推進計画」に基づき、乳幼児健診、保

育園や幼稚園、小中学校と成長段階にあわせ

た読み聞かせや図書の紹介、図書館でのイベ

ントを通じて、子どもたちがあらゆる場所で

読書に親しむ機会を得られるよう、事業を推

進する。 

３１４ 

〔新規〕 

読書バリアフリー推進事業 

 令和５年７月に利用がスタートした「デジ

としょ信州」の中の視覚障害者専用電子図書

館「アクセシブルライブラリー」の周知と利

用推進を図る。 

マンパワー事業 
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事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

〔新規〕 

市町村と県による協働電子 

図書館「デジとしょ信州」 

活用推進事業 

全小中学校で「デジとしょ信州」が利用で

きる環境を整え、電子書籍という新たな読書

スタイルの体験を進めるとともに、「デジと

しょ信州」の中の『信州の資料』に岡谷市独

自のオリジナルコンテンツを作成し、学校の

授業等でのデジタル図書の活用を推進する。 

２３２ 

 

 

 第１０款 第４項 第７目 文化財保護費 

 【文化財】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

旧渡辺家住宅保全事業 

 県指定重要文化財である旧渡辺家住宅の

保存と、安全な公開・活用を図るため、令和

５、６年度の２か年計画で修繕等を実施する。 

 令和６年度は茅葺屋根の葺き替えと中門・

土間の修繕工事を行う。 

３７，４５５ 

〔新規〕 

重要文化財指定推進事業 

平成１４年に岡谷丸山遺跡から出土した

「矢柄研磨器」は、対での発見は国内初、

大きさも国内最大という貴重な発見であり、

これまで研究者による調査・研究が進められ

てきた。この研究成果を報告書にまとめ公開

し、国重要文化財指定に向けた取り組みを推

進する。 

１，４８２ 

遺跡発掘調査事業 

遺跡内での個人住宅建設等小規模開発事

業に伴い、土木工事前に試掘及び発掘調査を

行うほか、民間、公共事業等土木工事に伴う

試掘調査を行う。 

３，２００ 

 

 

第１０款 第４項 第９目 市史編さん費 

【市史編さん室】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

〔新規〕 

岡谷市史編さん事業 

「市史編さん準備室」から「市史編さん室」

に名称を変更し、岡谷市史編さんのため、市

史編さん委員会の設置運営、基本構想・方針

の策定、資料収集・整理、調査研究等を行う。 

９，６９２ 
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 第１０款 第５項 第２目 スポーツ施設費 

 【スポーツ振興課】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

スポーツ施設整備事業 

スポーツ施設の老朽化に対応するため、計

画的な施設整備を行い、安全で安心して運動

やスポーツに取り組める環境を整備する。 

・市民総合体育館大規模改修工事実施設計 

９７，０３７ 

業務委託料 16,543 千円 

・東体育館地下漏水改修工事 1,000 千円 

・東体育館電気室受変電設備改修工事 

12,700 千円 

・市営庭球場砂入り人工芝コート張替改修 

工事     62,000 千円 

・やまびこ国際スケートセンター冷凍機エ 

ンジン修繕工事 4,794 千円 

（令和５年度繰越事業） 

市民総合体育館非常用発電

機等改修事業 

 経年劣化により、不具合が生じている非

常用発電機と排煙オペレーターの改修工事

を行う。 

２６，９００ 

・東体育館非常用発電機改修工事実施設計 

業務委託料 1,100 千円 

・東体育館非常用発電機改修工事 

 17,400 千円 

・市民総合体育館排煙オペレーター改修工事 

 8,400 千円 

 

 

 第１０款 第５項 第３目 スポーツ振興費 

 【スポーツ振興課】 

事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

〔新規〕 

第３次岡谷市スポーツ推進

計画（はつらつ岡谷スポー

ツプラン）策定事業 

「第２次岡谷市スポーツ推進計画」（令和２

年度から令和６年度）が終了することから、

令和７年度からの推進計画に向け、策定委員

会を設置し、計画を策定する。 １，０１９ 

・需用費 334 千円 

・郵送料 225 千円 

・分析業務等委託料 460 千円 
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事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

スポーツ＆健康 

高齢者運動促進事業 

４月、７月、１０月、１月の第３木曜日（年

４回）を、「元気いきいき岡谷シニアスポー

ツデー」として、市内外の６５歳以上の高齢

者を対象に、市民総合体育館の一部を無料開

放し、スポーツ機会の充実を図る。 

希望者には体力測定を実施するとともに、

指定管理者によるスポーツトレーナーの配置

及びはつらつ運動講習会（無料）を開催する。 

３０ 

スポーツ大会開催事業 

市民一人ひとりがスポーツを通じ、健康で

明るく生きがいのある生活を送りながら、体力

の向上、スポーツ人口の拡大、競技力の向上

を図るため、各種スポーツ大会を開催する。 

２，４２５ 

〔拡充〕 

スポーツきっかけづくり事業 

さまざまなスポーツを行うきっかけづく

りの場や情報を提供し、市民ひとり１スポー

ツの実現や生涯スポーツの普及を目指す。 

親子体験型のプログラムや各種スポーツ

教室を実施する。新たに働き盛りの世代を対

象にしたアクアビクス水中運動教室を実施

する。 

・おかやファミリースポーツプログラム 

委託料              612 千円 

・スポーツ教室委託料      2,819 千円 

３，４３１ 

〔新規〕 

今からコツコツ「大人のた

めのスロージョグ教室」 

開催事業 

中高年者の初心者を対象に、動作の基本で

ある歩く、ゆっくり走ることで、筋力増加、

体力向上を図る教室とする。日々のなかで

も、スロージョギングにコツコツ取り組み、

先を見据えた健康寿命の延伸、健康貯金の促

進の機会とする。 

２０７ 

おかやキッズ運動大好き事業 

子どもの運動能力の向上を図るため、市内

全小学校１、２年生のクラスごとの体育授業

に専門指導員を派遣する。 

また、運動に苦手意識のある子ども向け

に、身体を使った遊びの要素を取り入れた

「おかやキッズ体育塾」を実施し、運動の苦

手を軽減させる。 

・おかやキッズ体力アッププログラム 

委託料           1,328 千円 

・おかやキッズ体育塾委託料    816 千円 

２，１４４ 
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事 業 名 事 業 内 容 予算額（千円） 

おかやスケート振興事業 

 スケート文化と歴史を将来に継承しなが

ら、競技人口の拡大と競技力向上を図るた

め、各種スケート教室や氷上運動会等を実施

する。 

・需用費              191 千円 

・スケート教室委託料    2,818 千円 

・アイスアリーナ会場借上料  630 千円 

３，６３９ 

〔拡充〕 

第８２回国民スポーツ大

会・第２７回全国障害者ス

ポーツ大会推進事業 

令和１０（２０２８）年に開催される第 

８２回国民スポーツ大会・第２７回全国障害

者スポーツ大会の内定競技となっている卓

球競技、アイスホッケー競技及び諏訪湖周２

市１町共同開催となるトライアスロン競技

の実施に向け、実行委員会の立ち上げのため

の準備と情報収集等を行う。 

・先催県視察旅費等      417 千円 

・消耗品            24 千円 

４４１ 

 


